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一 

 



 

か
か
る
現
状
打
開
の
た
め
、
系
統
農
協
組
織
は
、
総
力
を
結
集
し
て
自
主
共
同
販
売
を
推
進
中
の
模
様
で
あ
る

が
、
本
年
度
に
お
け
る
豆
類
の
生
産
状
況
は
本
春
以
来
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
農
作
が
見
込
れ
た
た
め
価
格
は
下
落

の
傾
向
に
あ
り
、
農
民
の
生
産
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
と
と
も
に
、
経
済
不
安
を
起
さ
せ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
の 

か
か
る
条
件
の
下
に
お
い
て
、
た
び
重
な
る
冷
災
害
は
、
農
民
の
負
債
を
累
増
さ
せ
、
か
つ
、
豆
類
の
価
格
は

過
度
な
投
機
取
引
と
外
国
産
雑
豆
類
の
輸
入
等
に
よ
つ
て
常
に
不
安
定
な
経
済
状
態
と
な
り
、
畑
作
農
民
を
窮
乏

の
底
に
お
と
し
い
れ
て
い
る
の
が
現
況
で
あ
る
。 

北
海
道
の
畑
作
農
業
経
営
に
お
け
る
豆
類
の
地
位
は
、
換
金
作
物
の
第
一
位
に
位
し
、
畑
作
農
家
の
主
要
現
金

収
入
源
で
あ
り
、
そ
の
生
産
状
況
は
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
る
ほ
か
、
豊
凶
に
よ
る
価
格
の
変
動
は
北
海
道
畑
作

農
家
の
経
済
に
き
わ
め
て
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。 
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三 

 



 

最
低
生
産
費
を
償
う
価
格
を
自
主
的
に
定
め
、
か
つ
、
需
要
者
に
対
し
て
は
、
年
間
計
画
販
売
を
実
施
し
、
価
格

安
定
と
需
給
の
円
滑
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
自
主
協
同
販
売
運
動
」
を
推
進
し
て
い
る
農
業
協
同
組
合
系

統
組
織
よ
り
次
の
条
項
に
つ
い
て
政
府
当
局
に
要
請
中
と
思
わ
れ
る
が
、
岸
総
理
が
今
夏
八
月
北
海
道
視
察
遊
説

の
際
に
も
、
寒
地
農
業
の
確
立
と
豆
類
の
価
格
安
定
に
よ
り
豊
作
貧
乏
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
よ
う
な
政
策
を
と
る

と
言
明
し
て
い
る
が
、
過
般
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
取
り
上
げ
た
る
も
な
ん
ら
具
体
的
対
策
を
表
明
さ
れ
な

か
つ
た
が
そ
の
後
い
か
な
る
対
策
を
樹
て
て
い
る
か
。
こ
の
際
次
の
事
項
に
つ
い
て
政
府
当
局
の
明
確
な
る
所
信

を
示
さ
れ
た
い
。 

一 

農
産
物
価
格
安
定
法
に
豆
類
を
対
象
品
目
に
追
加
す
る
こ
と
。 

本
法
の
趣
旨
か
ら
し
て
例
年
貴
重
な
外
貨
を
使
つ
て
輸
入
ま
で
し
て
い
る
雑
豆
類
は
、
国
内
生
産
の
増
産
を

今
な
お
奨
励
す
る
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
か
つ
北
海
道
畑
作
農
業
経
営
の
主
要
現
金
収
入
源
で
あ 

る
。
し
た
が
つ
て
小
豆
類
、
菜
豆
類
、
豌
豆
類
を
農
産
物
価
格
安
定
法
の
対
象
品
目
と
し
て
追
加
す
る
よ
う
法 

四 

 



 

四 

消
費
拡
大
に
つ
い
て
の
指
導
並
び
に
国
費
助
成
に
つ
い
て
。 

三 

国
内
産
豆
類
価
格
安
定
の
た
め
外
国
産
豆
類
の
輸
入
中
止
に
つ
い
て
。 

五 

 

二 

生
産
者
団
体
に
対
す
る
安
定
法
第
八
条
第
二
項
に
お
け
る
低
利
資
金
の
あ
つ
旋
を
す
る
よ
う
法
律
を
改
正
す

る
こ
と
。 

、

改
正
を
行
い
価
格
安
定
を
期
す
る
こ
と
。 

本
条
項
の
運
用
に
よ
り
生
産
者
団
体
が
自
主
的
販
売
調
整
を
行
う
場
合
、
必
要
な
資
金
は
低
利
の
資
金
を
あ

つ
旋
す
る
よ
う
法
律
を
改
正
す
る
こ
と
。 

、  
価
格
の
安
定
を
期
す
る
た
め
、
消
費
拡
大
、
需
要
調
整
等
に
生
産
者
団
体
並
び
に
系
統
農
協
が
多
額
の
資

金
を
投
下
し
実
施
し
て
い
る
現
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
適
切
な
指
導
と
経
費
助
成
の
措
置
を
講
ず
る 

本
年
度
は
国
内
産
豆
類
の
農
作
で
需
要
は
十
分
間
合
う
生
産
が
あ
る
見
込
で
あ
る
が
、
三
十
三
年
度
下
期
は

も
ち
ろ
ん
、
三
十
四
年
上
期
も
全
面
的
に
輸
入
を
中
止
す
る
こ
と
。 

、  

、  

 



 

 

六 

こ
と
。 

右
質
問
す
る
。 


